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糞掃衣の変遷 
松村薫子
大和ミュージアム（呉市海事歴史科学館）
　はじめに
日本の仏教僧侶は、葬儀や法事などの場で、金襴や刺繍などの華美な袈裟を身につけるこ
とが多い。しかし、実は華美な袈裟は仏教の教えから外れた違法な袈裟である。現代の日本
では、このような違法な袈裟に反論を唱え、仏教の教えどおりの袈裟を製作する団体がある。
その団体は、「福
ふくでんかい
田会」という。
福田会で作られる袈裟の中に「糞
ふんぞうえ
掃衣」という袈裟がある（図１）。これは仏教の教えど
おりの袈裟で、袈裟の中でも最上の袈裟とされる。
「糞掃衣」は、起源をたどると、仏教がおこった時代のインドで発生したものであること
がわかる。「糞掃衣」は、釈迦が身につけていた衣といわれ、仏教修行者はこの衣を身につ
けるように仏教経典に定められている。
　日本の福田会で製作される「糞掃衣」と経典で説かれる「糞掃衣」は、それぞれ詳しくみ
ると衣材や作り方の点で大きく異なっている。しかし、福田会の人々は、「経典に説かれる
糞掃衣と同じもの」「釈迦の着ていた糞掃衣と同じもの」という認識をもっている。経典に
説かれる糞掃衣と衣材や作り方が異なるにもかかわらず、同じ糞掃衣だと認識されるのはな
ぜであろうか。それを考察すると、インドと日本における思想の違いや文化的変遷などがみ
えてくるように思われ
る。
そこで、日本の福田
会において特別な衣服と
される糞掃衣を、製作活
動、それを支える言説（理
念）とその歴史的展開そ
の他から、なぜその集団
において糞掃衣が特別な
衣服とされているのかに
ついて考察する。
図 1　糞掃衣
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　１.　福田会における糞掃衣製作活動
　昭和六年、曹洞宗僧侶沢木興道は、黙室の
著した袈裟研究書『法服格正』（1821）の「提
唱」（講義）を始めた。これをきっかけにして、
やがて袈裟に関心のある人々が集まり、昭和
30 年代後半から本格的に＜福田会＞という「袈
裟を縫う会」が日本各地にできることとなっ
た。数ある福田会の中で中心的な役割を担っ
ているのは、道元研究者である水野弥穂子が
東京の自宅と青松寺観音聖堂で主催している
東京の福田会と、論者が調査に入っている『袈
裟の研究』の著者久馬慧忠が主催する、愛知
県一宮市の曹洞宗常宿寺の一宮福田会である。
福田会は、僧侶や一般の主婦など、有志の人々
で構成されている。福田会では、仏教経典で
定められるとおりの袈裟、＜如
にょほうえ
法衣＞を製作
している。如法衣の中で最上とされるのが糞
図 2　糞掃衣の布 図 3　刺子を施した糞掃衣
図 4　刺子の拡大
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掃衣である。糞掃衣は法衣店では販売していない特別な袈裟である。
糞掃衣の製作は、家庭などで不要になった古い着物や帯などを集め（図２）、裁断し、各
部分ごとに分け、何人かの人で刺子縫い（細かい雑巾ざし）を分担し（図３・図４）、最後
に一枚に縫い合わせる（図５・図６）。糞掃衣は、福田会で特別な袈裟として認識され、尊
重されている。
　糞掃衣は多くの僧侶が身につけられる袈裟ではなく、檀家など周囲の人々から贈られるも
のである。糞掃衣は、福田会において、製作者の側にも、受け取る僧侶の側にも、それが特
別な袈裟であるという認識がある。そのため糞掃衣を使用する機会もきわめて限られたもの
になっていて、例えばその僧侶が導師になった時や晋山式などの場で用いている。また、糞
掃衣の製作者や着用者の感想や行為を考察すると、糞掃衣を着ている人があたかも仏像のよ
うな聖性を帯びたものとして見られたり、糞掃衣を製作する時も、畳の上にじかに置いて縫
うことを禁ずるなど、非
常に大切に扱っている様
子が見られる。糞掃衣と
いう袈裟は、通常の袈裟
に対する認識とははるか
に異なったものであり、
彼らが極めて特別な目で
見ているということがう
かがえる。福田会におい
て糞掃衣は特別な袈裟と
されているのである。
　それでは、彼らが重視
する糞掃衣は、なぜ他の
袈裟より重視され、今日
に至っているのか。その
理由は、経典に説かれる
袈裟であるという点と道
元などの高僧が説いてい
る点に求められる。それ
ゆえ、以下より経典と道
元などの言説について考
察を行う。
 図 5　各部分を一枚にまとめる
 図 6　糞掃衣の完成
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　２.　インドにおける糞掃衣
　「糞掃衣」の語源は、サンスクリット語「pAMsu-kUla」を漢訳経典に訳出する際に「糞掃
衣」という漢字をあてたものである。『清浄道論』（Visuddhimagga）を編纂したブッダゴー
サ（BuddhaghoSa）は、「糞掃衣（pAMsu-kUla）」の「pAMsu」は「汚物」「ちりあくた」、「kUla」
は「土手」「うず高くなっている所、様」を意味するということから「汚物の集積の如きもの」
と解釈している（阿部、166 頁）。また、「pAMsu-kUla」の「kUla」を「ku-ula」と分解して考え、
「汚物の如く厭悪されるもの」という解釈も行っている（阿部、166 頁）。
糞掃衣の語源はこのような意味であるが、実際にはどういった衣を糞掃衣というのであろ
うか。律蔵である『摩訶僧祇律』巻第十六に次のように記されている。
里巷中棄弊故衣。取浄浣補染受持。是名糞掃衣。
（『大正大蔵経』第二十二巻、357 頁ａ）
里巷中に棄てたる弊故衣を取り、浄浣補染して受持す。是れを糞掃衣と名づく。
（『国訳一切経印度撰述部』律部九、122 頁）
すなわち、塵芥にまみれた裂
きれ
や、汚染された裂、人が不用になり捨てた裂などを清潔に洗
い、使えそうな部分を切り取り、綴り合わせて刺子を施し、一枚の袈裟に仕立てたものが「糞
掃衣」である。糞掃衣は、仏教修行者が身につけるべき衣として定められている。
　糞掃衣は具体的にどのような衣材を用いて作られるのだろうか。仏教経典に挙げられる糞
掃衣の代表的な衣材をまとめると以下のようになる 
1
。
『五分律』巻二十一
一、王受位時所棄故衣・・王が王位についた時に捨てられる、以前に着ていた衣。
二、塚間衣・・・・・・・塚間（墓場）で拾った死人などの衣。
三、覆塚衣・・・・・・・祖先の為にその塚を覆った衣。
四、巷中衣・・・・・・・道で拾った衣。
五、新嫁女所棄故衣・・・嫁いだ時に捨てられる衣。
六、女嫁時顕節操衣・・・婚姻初夜における衣。節操を顕す衣。
七、産婦衣・・・・・・・産婦がお産の際、汚した衣。
八、牛噛衣・・・・・・・牛が噛んだ衣。
九、鼠咬衣・・・・・・・鼠がかじった衣。
十、火焼衣・・・・・・・・焼けこげた衣。　　（『大正大蔵経』第二十二巻、143 頁ｂ）
1　『五分律』『四分律』の十種衣の解説は、水野弥穂子『道元禅師のお袈裟』柏樹社　昭和 62 年 12 月 170–
171 頁を参照した。　
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『四分律』巻第三十九
一、牛噛衣・・・・・・・牛が噛んだ衣。
二、鼠噛衣・・・・・・・鼠がかじった衣。
三、焼衣・・・・・・・・焼けこげた衣。
四、月水衣・・・・・・・女性の月経で汚れた衣。
五、産婦衣・・・・・・・産婦がお産の際、汚した衣。
六、神廟中衣・・・・・・鳥がついばんでくわえてきた持ち主のない衣や神廟に供え
　　　　　　　　　　　　てある衣が風に吹き散らされて廟中を離れたもの。
七、塚間衣・・・・・・・塚間（墓場）で拾った死人などの衣。
八、求願衣・・・・・・・願かけのために使われた衣。
九、受王職衣・・・・・・「王受位時所棄故衣」と同様の衣。
十、往還衣・・・・・・・死者の棺おけにかけて葬場まで行き、帰る途中で捨てた衣。
（『大正大蔵経』第二十二巻、850 頁ａ）
　糞掃衣の衣材は、上記以外にも各部派ごとに規定があるが、いずれの部派の経典において
も糞掃衣の衣材に該当する箇所に関しては、残念ながら、サンスクリット、パーリ原典を現
在のところ見つけることができない。それゆえ、漢訳経典だけが唯一の文献根拠ということ
になる。戒律経典の糞掃衣の衣材の記述に該当する箇所のサンスクリット、パーリ原典が存
在していないということは、糞掃衣に関する規定の成立は、原初仏教経典の成立年代より時
代が下るかもしれないと考えられる。その時代、仏教はヒンドゥー教の影響が入ってくる時
代にさしかかる。したがって、こうした十種という糞掃衣の衣材規定は、ヒンドゥー教の影
響を受けている可能性が高いと考えられる。そこで、インド最古のバラモン教の文献で、の
ちの仏教や、バラモン教が再生したとされるヒンドゥー教に影響があるとされる『リグ・ヴ
ェーダ』や、西暦二世紀までに編纂されたとされるヒンドゥー法典『マヌ法典』等のインド
における諸文献を参考にしながら、この十種の裂が好まれた理由をそれぞれ考察した。ここ
では紙面の都合上、一部の考察について述べる。
＜塚間衣＞
　これは、塚間（墓場）で拾った死人などの衣である（水野、170–171 頁）。リグ・ヴェーダ
時代、人が死ぬと原則的に火葬が行われ、遺骨を壺に納めて土中に埋めていた（辻、246 頁）。
人の死があると、親族は一定の期間、身心を清浄に保ち、死が生存者に及ばないように祈る
ということが行われた（辻、246 頁）。
　『マヌ法典』「潔斎」には、以下のような記述がある。
死亡による不浄は、すべて（のサピンダ親）に共通なれども、出生によるものは、両
親のみ（これを受く。）又母のみ（これを受け）又は沐浴によりて清浄となる。（中略）
07松村薫子.indd   27 2011/02/23   16:14:48
松村薫子
28
死體に觸れたる者は三日間の三期間に一晝夜を（加へたる）後（十日間の意）に浄め
らる。（死者に）聖水を供ふる者は三日の後に（浄めらる。）
（『マヌの法典』、152–153 頁）
　当時のインドにおいて、死というものは、不浄なものであり、そうしたことに関わること
はよくないこととされていたことがうかがえる。死体を運ぶ者など、死体と関わることや死
体と関わるモノすべては不浄とされ、触れてはならないものとされていた 
2
。それゆえ死人の
纏っていた衣は、不浄なもので、避けるべきものという認識がされていたと考えられる。ま
た、死人が纏っていた衣というのは、世俗からあの世へ変化していく時の境界にある衣であ
る。こうした移り変わりの境界で身に着ける衣服は、呪力がある衣とみなされていたのであ
ろう。
＜女嫁時顕節操衣＞
　これは、婚姻初夜における衣。節操を顕す衣のことである 
3
。
　『リグ・ヴェーダ』「婚姻の歌」で以下のように述べられる。
そは青黒く赤し、呪法としての汚染（初夜の出血）は印せられたり（初夜の肌着の汚
染）。彼女の縁者は繁栄す。夫は呪縛にかけられたり。＜二十八＞
［汚れし］衣を棄てよ。バラモンに財を分ち与えよ。この呪法は足を得て、妻として
夫に入る。＜二十九＞
輝く身体は、かくも醜く、美観を失う、夫が妻の衣をおのが肢体にまとわんとする
とき。＜三十＞
（中略）
そ（新婚の肌着）は有害なり、そは鋭し、逆鉤をもち、毒物のごとく食ろうに適せず。
スーリアーの歌（本讃歌）を知る祈祷者（呪力あるバラモン）、彼のみ新婦の衣を受
くるにふさわし。＜三十四＞
切断、細分、また分割、見よ、スーリアー（新婦）の形態（または色）を。されど
祈祷者はそれらを清む。＜三十五＞　　　　　　　（『リグ・ヴェーダ』、242–243 頁）
　辻直四郎によると「毒物のごとく食ろうに適せず」の「食ろうに適せず 」は「毒物」の縁
語だとして、新婦の肌着に触れることの危険を指すという（辻、245 頁）。嫁いだ女性が初夜
に着ていた肌着は、呪力あるものとして捉えられており、その呪力がもたらす危険を避け、
その衣をバラモンに与えるのである。こうした初夜の衣は、当時、呪力ある衣ということで、
2  『マヌ法典』「祖霊祭」で供犠をしてはいけない者の中に、「死體の運搬人」が挙げられ、「灌沐者の規則」で、
食事を食べてはいけない場合の項目に、「死による十日の汚れの過ぎざる人によりて（與へられたる）食物」
というのがある。　
3 　 『国訳一切経印度撰述部』律部十四の 151 頁注と 153 頁注を参照した。　
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捨てられていた。バラモンも、スーリアーの歌（本讃歌）を知る祈祷者（呪力あるバラモン）
にのみ扱いは限られていた。それほど初夜の衣は、呪力が強い衣とみなされていたのである。
これもやはり、女性が切り替わるという境界の時の衣服である。
　糞掃衣の衣材分析から、糞掃衣の裂として挙げられたものは、当時のインドにおいて「呪
力が強い」とされていたものであるといえる。そして、糞掃衣の衣材として挙げられている
ものを分析すると、「不浄と考えられるもの」、そして、ある状態から別の状態へ変化すると
いった「境界的な意味のあるもの」、が呪力の強いものとして避けられていたのではないか
と考えられる。インドにおいて、一般人には、こうした「呪力のあるもの」は忌み嫌われ、
用いてはならないものとされていたが、仏教においては、それをあえて糞掃衣の衣材として
定めている。そのような点から、糞掃衣は、解脱のため、欲、執着をおこさないようにして
いくという仏教の教えを実践する上で、「効果がある衣」として考えられたのではないかと
思われる。糞掃衣を身につけるということが修行であり、効果につながるものであったので
ある。衣材における効果が重視され、「不浄性」「境界性」という側面を持つ、呪力をもった
裂をことさら好んで糞掃衣に用いていたのが経典で定められるところの糞掃衣であったと考
えられる。
　３.　日本における糞掃衣
　日本においては、仏教伝来とともに糞掃衣などの袈裟も伝わったと考えられる。しかし、
日本では、奈良時代からすでに違法な袈裟が出回っており、仏教経典どおりの袈裟は廃れて
いたようである。しかし、その後、鎌倉時代の道元、江戸時代の慈雲、明治・昭和時代の沢
木興道といった僧侶は、袈裟を重視し、糞掃衣の重要性について説いている。とりわけ道元は、
糞掃衣を「最も清浄な衣」と述べ、最上の衣として位置づけた。
『正法眼蔵』「袈裟功徳」
十種糞掃　一牛噛衣、二鼠噛衣、三火焼衣、四月水衣、五産婦衣、六神廟衣、七塚間衣、
八求願衣、九王職衣、十往還衣。この十種、ひとのすつるところなり、人間のもちゐ
るところにあらず。これをひろふて、袈裟の浄財とせり。三世諸佛の讃歎しまします
ところ、もちゐきたりましますところなり。しかあればすなはち、この糞掃衣は、人
天龍等のおもくし、擁護するところなり。これをひろふて袈裟をつくるべし、これ最
第一の浄財なり、最第一の清浄なり。いま日本國、かくのごとくの糞掃衣なし。たと
ひもとめんとすともあふべからず、邊地小國かなしむべし。ただ檀那所施の浄財、こ
れをもちゐるべし。人天の布施するところの浄財、これをもちゐるべし。あるひは浄
命よりうるところのものをもて、市にして貿易せらん、またこれ袈裟につくりつべし。
かくのごときの糞掃、および浄命よりえたるところは、絹にあらず、布にあらず、金
銀・珠玉・綾羅・錦繍等にあらず、ただこれ糞掃衣なり。この糞掃は、弊衣のために
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あらず、美服のためにあらず、ただこれ佛法のためなり。
（衛藤即応『正法眼蔵　上巻』、190–191 頁）
　
　道元は、糞掃衣の衣材について、『四分律』第三十九を引用して、こうした「十種糞掃」
に挙げられる裂を拾うことが「最第一の浄財、最第一の清浄」と述べている。しかし、現実
的な問題として、こうした裂を手に入れるのは難しいと考えた道元は、インドからかなり離
れた日本においては、このような衣材を拾うことはできないとして、檀那などの布施によっ
ていただいたものを用いよ、と述べている。しかし、こういった解釈は、伝統的な経律論に
おいては見られない、道元による新しい解釈であった。
六世紀後半に成立した中国の代表的な仏教論書である慧遠撰の『大乗義章』巻第十五には、
以下の記述がある。
糞掃衣者。所謂火焼牛嚼鼠齧死人衣等。外國之人如此等衣棄之巷野。事同糞掃名糞掃衣。
行者取之浣染縫治用以供身。問曰。何故唯受此衣人有三品。謂。下中上。下品之人治
生估販種種邪命而得衣服。中品之人遠離前過。受僧中衣檀越施衣。上行之人不受僧衣
檀越施衣受糞掃衣。何故不受僧中之衣。若受此衣僧法須同。断理僧事分處作使。断事
儐人乱心発道。為是不受僧中之衣。何故不受檀越施衣。為衣追求多墮邪命に。又若受
彼檀越施衣則生親著離得出難。又若受彼檀越施衣。得處偏親於不得處便為疏礙。妨於
等化。又若受彼檀越施衣。数得生慢不得嫌怨。言彼無智不識福田應施不施。或自鄙恥
而生憂悩。又若受彼檀越施衣。数往廃道不去致恨。又復由受檀越施衣懀嫉好人。讒謗
良善不欲使住。見是多過。是故不受檀越施衣。何故唯受糞掃之衣。省事増道。離過無
罪。故唯受之。　　　　　　　　　　　　　　（『大正大蔵経』第四十四巻、764 頁ｂ）
糞掃衣とは、謂ゆる、火焼、牛噛、鼠噛、死人衣等なり。外国の人は此の如き等の衣
は之を巷野に棄つ。事、糞掃に同ずれば糞掃衣と名く。行者之を取りて染を浣ひ、縫
治して用以て身に供す。問うて曰く、何が故に唯此の衣を受くる。人に三品あり。謂
はく、下中上なり。下品の人は、治生估販種種の邪命にして而も衣服を得、中品の人は、
前の過を遠離して僧中衣、檀越施衣を受け、上行の人は、僧衣、檀越施衣を受けずし
て糞掃衣を受く。何が故に僧中の衣を受けざるや。若し此の衣を受くれば、僧法須く
同ずべし。僧事を断理し、作使を分處し、事を断じ人を儐し、心を乱し道を発す。是
が為に僧中の衣を受けず。何が故に檀越施衣を受けざるや。衣の為に追求して多く邪
命に墮す。又若し彼の檀越施衣を受くれば、則ち親著を生じて出離を得難し。又若し
彼の檀越施衣を受くれば、得處には偏に親く、不得處に於ては、便ち疏礙を為して等
化を妨ぐ。又若し彼の檀越施衣を受くれば、数得れば慢を生じ、得ざれば嫌怨す。言
はく、彼の無智にして福田を識らず。應に施すべきを施さずと。或は自ら鄙恥して憂
悩を生ず。又若し彼の檀越施衣を受くれば、数往いて道を廃し、去らざれば恨を致す。
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又復檀越施衣を受くるに由って好人を懀嫉し、良善を讒謗して住せしむるを欲せず、
是多過を見る。是故に檀越施衣を受けず。何が故に唯糞掃の衣のみを受くるや。事を
省て道を増し、過を離れて罪無し。故に唯之のみを受く。
（『国訳一切経和漢撰述部』諸宗部十二、324 頁）
　つまり、中国では、インドと同様、布施された裂でつくったものを糞掃衣としては認めて
いないということが述べられている。
　道元は、「糞掃衣は、十種糞掃のような衣材だけではなく、布施されたものをはじめ、浄
命より得たところのものであれば、それはすべて糞掃衣となる」という考え方をしている。
浄命とは、清浄な生活や清浄な心をさすが 
4
、そうした檀那からの布施も含めた「浄命なると
ころから得たものはすべて糞掃衣となる」という解釈は、現代までに至る日本での糞掃衣に
おいて、根本的な位置を占めている。
道元は、日本では経典の記述にあるような裂を得るのが難しいと考え、布施する人の浄な
る心に価値を見いだし、浄なる心がともなう布を糞掃衣の布として認めるとしたのである。
このような考え方は、江戸時代に活躍した慈雲や、明治・昭和時代の曹洞宗僧侶沢木興道も
同様である。日本では、浄なる心を裂に読み込み、それを糞掃衣の衣材として認めているの
である。
　４.　糞掃衣の聖性はどこからくるのか
　これまでの考察から、インドにおける糞掃衣と日本の糞掃衣は衣材や縫い方の点で大きく
異なっていることが明らかである。しかし、福田会の人々は、自分たちのつくっている糞掃
衣は「経典の記述と同じ糞掃衣」という認識を持っている。福田会で製作される糞掃衣の特
別性は、いかなるところから発生しているのだろうか。これまでの考察から、糞掃衣が特別
性を帯びる理由として、以下の十点の主要な要素があるのではないかと考えた。
①経典において説かれている
②道元や慈雲、沢木、久馬という僧侶が説いている
③釈迦の着ていた衣服と同一の複製品をつくる
④意匠が違う
⑤法衣店で購入できない
⑥古い着物の裂を集める
⑦縫うという行為
⑧大勢の人々が力を合わせて一つのものを作り上げる
⑨着るという行為
4　『禅学大辞典』大脩館書店　昭和 53 年 6 月、587 頁では「浄命」を「清浄な生活」とし、川口高風『法服
格正の研究』第一書房　昭和 51 年 2 月、67 頁には、「浄命」を「清浄の心を、生命となすこと」としている。
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⑩大事にしまっておく
　福田会の糞掃衣の特別性は、これらの要素が複合的に交差している中に発生していると思
われるので、福田会の人々が、経典や高僧の言説のいかなる部分を取捨選択しているのかと
いう点や、福田会で実際に聞かれる言説を手がかりとして、糞掃衣の特別性の発生について
考察した。紙面の都合上、考察の一部について述べる。
　糞掃衣製作のために布施される裂の種類や裂にまつわる話を調査した。全体的にみると、
①着物、②羽織、③帯、④端切れ（家庭にあるものや洋裁学校のものなど）、⑤古い袈裟、
⑥ねんねこ等の種類に分かれる。このうち、一番多いのは、着物である。
　さらに、布施される裂にまつわる話を調査した。それを分類すると、以下のようになる。
①自分の着ていた着物で着られなくなったが捨てられない着物。
②自分の好きな着物や帯。
③自分の身内で亡くなった人の遺品。
④仲の良い人や師匠から譲り受けたもの。
⑤子供が小さい時に使っていたが今は使わなくなったもの。
　愛着があって捨てられない着物であるとか、亡くなった身内や知り合いの遺品であるとか、
子供が小さい時に使っていたもの、とか、そうした裂が多い。糞掃衣は、「世俗の執着を離
れた裂」を集めるということが本義で、経典に十種糞掃という衣材が挙げられていた。とこ
ろが、非常に興味深いことに、現代日本の糞掃衣の裂は、執着を離れるというよりも、むし
ろその逆で、思い入れや執着のある裂をあえて布施しているのである。集める側の僧侶はそ
れを求めるわけではないが、布施する側が、そうした裂を布施する傾向にある。
　また、袈裟や糞掃衣を縫っている時の気持ちなどを調査した。福田会に参加している人か
ら以下のような発言がたびたび聞かれた。
私、和裁やったことないし。お袈裟はミシンで縫ったら早いけど、ミシンじゃちょっ
とね。やっぱり手で縫わんと、心がこもらんしね。
（Ｔさん・女性・愛知県、2002 年 9 月 16 日聞き取り調査）
　参加者は裁縫が苦手な人が多かったが、手で縫うことが「心がこもる」ことで、そしてそ
こに価値があるのだ、と考えている。何でもお金で手に入る、労力も金で買える現代に、「手
で一針一針丁寧に時間をかけて縫った」――そこに特別性が発生しているのである。ミシン
で縫うとか、買うというやり方で、僧侶に袈裟を贈っても意味がない、と考えている。「手作り」
は、それが一般的であった昔はならば当然のことであったが、現代のように、手作りのもの
が少なくなればなるほど逆にその価値が高まってくるのである。
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　また、一宮福田会で、次のような場面に出会った。ある若い僧侶が、人々に縫ってもらっ
たそれぞれの田相を縫い合わせて、一枚の糞掃衣に仕立てている最中、一本の電話が入った。
その電話は、その僧侶の寺の檀家の一人であるおばあさんが亡くなったという知らせであっ
た。その僧侶は、その電話が終わって、糞掃衣の前に戻ってきて、一つの田相をみつめなが
ら、「亡くなったおばあさんは、この糞掃衣のここの部分を縫ったんだ。大事にしなければ」
と話していた。縫われた田相は、縫った人の手を離れた後も、その人そのものであるかのよ
うに捉えられているのである。このような考え方は、僧侶の側だけであるのではなく、縫っ
ている側の一般の人も共通して見出すことができるように思われる。縫う側も縫い目を見る
側も、縫った人の「心」が入っていると考えるのである。
　さらに、糞掃衣製作において福田会の人々が重視しているのは、裂や縫うという行為以外
に、みんなでつくった糞掃衣、みんなの力を合わせたという点である。
この糞掃衣は、共同で（みんなで）つくった記念のものやからね。
（Ｆさん・女性・佐賀県、2002 年 9 月 17 日聞き取り調査）
　こうした声がよく聞かれる。糞掃衣製作においては、裂という物質面においても、縫うと
いう労力面においても、「みんなの力を合わせて一つのものをつくる」という皆の力を合わ
せた点を非常に重視しているようである。
この糞掃衣は、みんなの心が集まったもんだからねぇ。
（Ｏさん・女性・佐賀県、2002 年 9 月 17 日聞き取り調査）
　福田会で上記のような発言がよく聞かれる。みんなで作り上げて完成した一枚の糞掃衣は、
単なる衣服とは異なり、みんなの心の結集として考えられている。それがあるからこそ特別
な力、最高の功徳の発生する衣として成立しているのである。
　こうした合力においては、一つのモノを作りあげる、とそれは、大勢の人々が心を込めた
ことの証となる。糞掃衣製作は、裂と縫いが心として捉えられ、それが集まると一枚の糞掃
衣が完成する。そうした「心の集まり」に力が発生し、そこに特別性が発生するという考え
方が根底にあるために、糞掃衣という衣服の特別性が発生しているのである。
　これまでの考察をまとめたい。福田会で糞掃衣に用いられる裂は、経典の記述とは異なる
が、不要な古い着物という意味だけではない。布施されて集められる裂は、亡くなった人の
形見の着物や子供の着物、嫁入りの際着ていた着物など、さまざまな思いが込められており、
糞掃衣の裂にすることによって思いを託すという面がある。そして縫うという無償の行為に
ついても、高く価値を置く。縫う行為は、浄行であり、清らかな心による行為であるとされる。
人々は、刺子して縫うという行為により、自分の縫った部分に心を込めたと考えている。そ
07松村薫子.indd   33 2011/02/23   16:14:49
松村薫子
34
してそれぞれのつくった部分を集め、つなぎ合わせて一領の糞掃衣に仕立てる。全ての部分
が一つになり、糞掃衣が完成するとそれは、「みんなの心が寄せ集まったもの」と認識される。
糞掃衣は、裂、縫うという労力、人、そして心を、一つに寄せ集めた象徴なのである。そこ
に福田会の糞掃衣の特別性があるのであり、経典と裂や製法は異なっても「経典と同じ糞掃
衣」と認識する根拠となっているのである。それゆえ、完成した糞掃衣は、古い着物の縫い
合わさったものを超えて、仏心、聖なる衣となる。福田会の人々は、これを功徳のある衣と
して見る。そして完成した糞掃衣を僧侶に着てもらうことによって糞掃衣を製作した時に託
された思いが実を結ぶのである。
　このように福田会の糞掃衣は、諸要素が複雑に重なりあうことによって聖性が発生してい
る。福田会の人々は、こうした諸要素の総体を無意識に受け入れるところに福田会の人にと
っての「聖なるもの」としての「糞掃衣」がある。
　そして、論者からみれば、日本の糞掃衣とインドの糞掃衣の聖性の発生は大きく異なると
ころに由来している。
　日本の糞掃衣は、「心」もしくは「思い」によってつくられ支えられている。そしてそれ
を中心的な理念にし、それが「裂」という具体的な衣材を媒介に寄せ集められるのである。
そうした価値観は「千人針」などのように、思いがたくさん集まるということで呪力ともい
える力が発生するといった日本の習俗ともつながっていると思われる。思いが集められる点
に呪力を見いだすからこそ、日本の糞掃衣は、聖性のある特別な袈裟として成立している。
それは、衣自体に力があるのではなく、実践の中から力というものが生み出されているので
ある。その実践の中にある、彼らの考える＜皆の清らかな心＞が最も清浄なる糞掃衣を形作
るのである。それが至上の袈裟という特別性を持つのであり、そして、それがじつは日本の
糞掃衣を「聖なる衣」にしている根源となる考え方となっているのである。
　結　　論
諸要素の考察から、福田会の糞掃衣の特別性は、複合的な要因が重層的に組み合わさった
中に発生していることが明らかとなった。福田会の人々は、糞掃衣を、インドの釈尊以来伝
統的に続いてきているもの、という連続性の点から信仰している。そして自分たちのつくっ
ている糞掃衣は、経典記述にある糞掃衣と同一のものと考えている。しかし、思想的には連
続性が見られるものの、糞掃衣の製作自体には連続性はみられない。経典の記述によれば、
糞掃衣の裂は、不浄あるいは呪力のある裂を僧侶自ら拾ってつくると定められている。本来、
檀家から布施してもらった裂でつくる袈裟は、糞掃衣ではないとされていた。糞掃衣は、誰
のものかわからない無所有の裂でつくるところに重きが置かれており、修行用に身につける
ため、呪力のある「不浄性」、「境界性」のある裂を用いる点に特別性があったのである。
ところが、日本の糞掃衣は、道元が、裂を「清浄な心」に転換した。これは大きな変革で
あり、その結果、日本的な展開が始まることとなった。日本では、それ以降、糞掃衣は、檀
家の「清浄な心」のもと布施された古い着物を集めることとなった。福田会の糞掃衣の裂と
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して集められた着物には、布施した人々の「心」がこめられていると考えられている。そし
て福田会に人々が集まり、糞掃衣の各部分を各人が担当して縫う。そして全ての部分を集め
て一枚の糞掃衣が完成するとそれは、「みんなの心が寄せ集まったもの」として認識される。
　糞掃衣の特別性の発生は、裂を寄せ集める、縫うという労力を寄せ集める、心を寄せ集める、
人を寄せ集めるといった＜寄せ集める＞点に特徴がある。それによって一つの糞掃衣が形作
られるのである。ここで私が特に主張したいのは、福田会の糞掃衣の特別性は、＜寄せ集め
る＞と「特別な力」すなわち「呪力」や「聖性」が生まれる、いう信仰が根底にみられるの
ではないかということである。
この考察の結果は、糞掃衣にとどまらず、それを越えた問題にもつながっているように思
われる。すなわち、論者は、福田会の糞掃衣が、経典記述と異なるにも関わらず、聖性のあ
る衣として成立しうる理由として、日本において広く見出される、＜寄せ集める＞という考
え方がその根底にあるからではないかと考えている。例えば、布を寄せ集めてつくるという
糞掃衣製作の仕方は、戦争の際に弾除け祈願で千人の女性の手で縫った「千人針」や病気快
癒などのため千羽の折鶴をつくる「千羽鶴」といった習俗を想起させる。つまり、この＜寄
せ集める＞という特徴は、糞掃衣を越えた日本の民間信仰、モノの作り方、集団の作り方な
どに関わる重要な問題であると考えられるのである。
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